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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、清代の乾隆・嘉慶期（１７３６～１８２０）に盛んに刊行された、怪異な話を集めた文
言小説集（以下志怪書と呼ぶ）に着目し、内容の詳細な検討を通じて、その文学史的意義および背景
となる文化的、社会的な動きを明らかにしようとしたものである。 
本論文の序章では、口語小説が流行した清代において、志怪書を取り上げる意義を述べた。第一章
では清代のみならず中国古典小説を代表する『聊齋志異』の魅力と特徴について論じた。『聊齋志異』
や作者の蒲松齢については既に多くの研究が行われてきているが、『聊齋志異』の魅力がどのような
点にあるかを再度検討し、その何点かについて指摘した。第二章では『聊齋志異』の影響を大きく受
けた作品として尹慶蘭の『螢窓異草』を中心に考察し、また袁枚の『子不語』や和邦額の『夜譚隨録』
などの作品についても合わせて論じた。第三章は紀昀と『閲微草堂筆記』について主に論じた。紀昀
には考証学者としての成果を示す著作もあるが、本論文では『閲微草堂筆記』や「烏魯木齊雑詩」な
どの、少数ながら残されている文学作品を検討することで、彼の文学についての考えとそれらの作品
集の位置づけについて考察した。第四章では、楽鈞による『耳食録』を取り上げた。『耳食録』には
幽鬼や狐の登場する、これまでもよく用いられてきた怪異譚が書かれている一方で、全く怪異の要素
が見られない話や、笑話のような短い話も収められており、その題材の幅広さが一つの特徴として挙
げられる。また、詩人としても名を知られていた作者の交遊関係を整理していくと、当時の文人達の
間に広い文学ネットワークが形成されており、それが志怪書の成立にも大きな影響を与えていたこと
がわかった。 
以上、清代の志怪書のいくつかを整理しその特徴を検討するとともに、作品内容だけではなく作者
自身の経歴や交遊関係を整理していくことで、その志怪書の成立過程についても明らかにすることが
できた。 
  
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
  中国の小説は古く魏晋期に遡り、六朝から唐代にかけて文言の小説が隆盛となるが、宋代に白話小
説が盛んになってからは、文言小説に目立った成果は生まれていなかった。しかし清代には蒲松齢の
『聊齋志異』が登場し、これに刺激を受けて『閲微草堂筆記』、『子不語』、『螢窓異草』、『耳食録』な
ど多くの志怪書が刊行されるに至る。従来の研究は『聊齋志異』に集中しており、『閲微草堂筆記』
以下は取り上げられることが極めて少なかった。しかも系統立てて研究した成果は一、二を数えるに
過ぎないし、なお基礎的な検討に止まっている。本論文はこうした研究情況を踏まえて志怪書をめぐ
る清代乾嘉期の活動に改めて光を当て、個々の志怪書に対する詳細な検討を通じてその意義を明らか
にしたものである。 
 本論文は五つの章から構成されている。序章では先行研究を整理、紹介した上で、本論文の目的及
び意義が説明されている。第一章では、清代文言小説の隆盛を招いた蒲松齡の『聊齋志異』を取り上
げ、志怪書としての特徴と魅力について論じている。内容や題材に関して魏晋期以来の文言小説に見
られる傾向との比較を行った上で、『聊齋志異』の特徴として、簡潔な六朝志怪風の短篇と会話を多
用した唐代伝奇風の長篇とを織り交ぜつつ筆致に工夫をしていること、および『史記』が列伝の最後
に「太史公曰」に始まる評語を置くのに倣い、収録された大多数の作品の末尾に「異史氏曰」から始
まる評語を付して自らの考えを示していることの二点を挙げる。その上で、『聊齋志異』が文言小説
の伝統を受け継ぎながら如何に魅力的な小説世界を築いたかを論じ、それらの点が後の志怪書に様々
な形で影響を与えていると指摘する。第二章では『聊齋志異』の影響を受けて生まれた志怪書の検討
を行っている。まず尹慶蘭の『螢窓異草』を取り上げ、その特色と『聊齋志異』の影響とを論じる。
先行研究がほとんど無いため、最初に編者の尹慶蘭の経歴や交友関係などを整理して述べる。その上
で二作品を取り上げて、影響を与えたと見られる『聊齋志異』の作品と比較し、題材の取り扱い方や
描写の仕方などから『螢窓異草』の特徴を多角的に検討して、この志怪書が題材や筆致において『聊
齋志異』の影響を強く受けていることを明らかにしている。さらに袁枚の『子不語』（続編を含む）
と和邦額の『夜譚隨録』についても検討を加え、それぞれの特色を明らかにするとともに、『聊齋志
異』流行の影響が、文人達の間に怪異な小説を語り、編集することへの機運を生んでいたことを指摘
する。このように、従来研究が進んでいなかった志怪書を取り上げ、『聊齋志異』との関係を軸にそ
れぞれの特徴を明らかにした点は、本論文の功績として高く評価できる。第三章では『聊齋志異』の
後を承けて独自のスタイルを生み出した、紀昀の『閲微草堂筆記』を取り上げている。紀昀は『聊齋
志異』の文体が文学的に過ぎることを批判し、志怪小説の本来に立ち返り、見聞きした事柄に脚色を
加えることなく簡潔に記すことを主張した。本論ではこの点を論ずるに当たって、紀昀が当時の辺境
の地、ウルムチでの体験を詠った「烏魯木齊雑詩」百六十首をまず取り上げ、そこに詠われた体験が
『閲微草堂筆記』の中にどのように取り入れられているかを検討している。「烏魯木齊雑詩」の研究
は少なく、とくに両者を比較検討した研究はほとんど行われていなかった。その点で本論は新しい視
点を提供すると共に、『閲微草堂筆記』の特色を従来と異なる面から指摘することに成功している。
また烏魯木齊での不思議な体験や帰還後の『四庫全書』編纂事業が、紀昀の文学活動にどのような影
響を与えたかについて、詩や序文などを手掛かりに検討を加え、辺境での体験から確実な記録を重ん
じ、国家的な編纂事業を統括したことから自身の著述にも正確さを求めたと論じ、それが『聊齋志異』
と異なる小説世界を造り上げることに繋がったと指摘している。『聊齋志異』と『閲微草堂筆記』の
叙述態度の違いは、従来から検討されてきた問題点であるが、筆者のこの指摘は新たな観点からこの
問題を解き明かしたものとして評価できる。第四章は楽鈞の『耳食録』を取り上げ、その編纂の過程
と楽鈞の交友関係に着目してこの志怪書が成立した時代背景に検討を加え、文人のネットワークの中
で志怪書が受け入れられ、伝えられていたことを明らかにしている。この点は従来ほとんど研究され
ておらず、文人達の交流ネットワークが志怪書の編纂に強く関わっていた実態を明らかにしたことは
大きな功績である。 
 このように本論文は清代乾嘉期に陸続と編纂された志怪書に着目し、その先駆となった『聊齋志異』
が文人達にどのように受け入れられ、受け継がれたのかを明らかにした労作であり、中国小説研究の
分野に新たな成果をもたらしたものと言うことができる。問題設定も大きく、今後の研究の更なる進
捗を期待させるものである。 
  以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
